
（　　）1 ２００６（平成１８）年５月１日

たま工業交流展、商店街シンポジウム 
　２月、３月、当連合会はイベントのラッシュでした。「ずうっ

と先端　しっかり基盤　ここに大集合!!　～一目でわかる　人・

もの・技術～」をテーマに２月２４、２５の両日、立川・昭島市内の

国営昭和記念公園で開いた「第５回たま工業交流展」は１万人を

超える人が入場。あちこちに黒だかりのコーナーができました。

　また、３月１６日に立川市内で開いた「平成１７年度商店街シンポ

ジウム」は、講師３人がアイデアを凝らした活性化事例をそれぞ

れに発表。いくつものメモを取る姿が見られました。（４面参照）

な
い
よ
う

な
い
よ
う 

な
い
よ
う 

◆　第１回臨時総会を開催

◆「更なる改革実行」の具体策を決定

◆「１７年度商店街シンポジウム」を開催

◆　１万余人が来場―、第５回たま工業交流展

◆　三宅島で開催、１８年度の観光立島シンポジ

ウム

◆ 商工会の通常総代会日程

◆ 新「会社法」と中小企業

◆ 人事交流
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総
会
で
は
ま
ず
、
桂
会
長
が
挨
拶
。
続
い
て

議
長
に
才
神
芳
美
東
久
留
米
市
商
工
会
長
を
選

出
。
才
神
議
長
の
議
事
運
営
の
も
と
議
事
を
進

行
し
ま
し
た
。

　

挨
拶
で
桂
会
長
が
触
れ
た
課
題
と
は
①
商
工

会
員
の
全
国
的
な
減
少
②
国
の
「
小
規
模
企
業

等
活
性
化
補
助
金
」
が
廃
止
さ
れ
、
地
方
に
税

源
移
譲
さ
れ
た
こ
と
に
と
も
な
う
影
響
へ
の
対

応
③
全
国
商
工
会
連
合
会
、
都
道
府
県
連
合
会
、

商
工
会
と
い
う
三
層
間
の
連
携
強
化
④
市
長
村

合
併
の
進
展
に
よ
る
商
工
会
と
会
議
所
と
の
合

併
に
よ
る
課
題
へ
の
対
応
⑤
商
工
会
議
所
に
加

入
し
て
い
な
い
大
都
会
の
中
小
事
業
者
の
支
援

―
な
ど
で
す
。

　

商
工
会
の
将
来
を
左
右
す
る
こ
れ
ら
の
課
題

に
つ
い
て
桂
会
長
は
、将
来
ビ
ジ
ョ
ン
を
持
っ

て
臨
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
話
し
ま
し
た

（
こ
れ
ら
の
課
題
に
つ
い
て
は
、全
国
商
工
会
連

合
会
で
年
初
に「
全
国
連
再
構
築
プ
ラ
ン
」と
し

て
ま
と
め
ら
れ
、桂
�
夫
会
長
は
ま
と
め
役
の

一
人
で
す
）。

　

了
承
を
得
た
九
議
案
は
①
平
成
十
八
年
度
事

業
計
画
・
一
般
会
計
収
支
予
算
書
②
同
東
京
都

商
工
会
連
合
会
・
東
京
都
小
規
模
事
業
経
営
支

援
事
業
費
補
助
金
特
別
会
計
収
支
予
算
書
③
同

商
工
貯
蓄
共
済
事
業
計
画
・
同
事
業
特
別
会
計

予
想
損
益
計
算
書
―
な
ど
で
す
。

会
員
の
増
強

会
員
の
増
強
、「
更
な
る
改
革
の
実
行

「
更
な
る
改
革
の
実
行
」
な
ど
な
ど
に
力 
会
員
の
増
強
、「
更
な
る
改
革
の
実
行
」
な
ど
に
力 

　

十
八
年
度
事
業
計
画
の
重
点
事
業
は
次
の
通

り
で
す
。

一
、
会
員
増
強
運
動
の
支
援　

商
工
会
の
加
入

メ
リ
ッ
ト
を
平
易
に
説
明
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
作
成
す
る
な
ど
、
商
工
会
が
推
進
し
て
い
る

会
員
増
強
運
動
を
支
援
す
る
。

二
、
商
工
会
等
の
更
な
る
改
革
実
行

（
３
面
を
参
照
）

三
、
基
本
計
画
策
定
事
業
（
シ
ナ
ジ
ー
ス
キ
ー

ム
事
業
）
の
推
進

四
、
財
政
基
盤
の
強
化　

五
、
商
工
会
と
の
連
携
強
化
と
指
導
体
制
の
強

化　

商
工
会
と
連
合
会
が
一
体
と
な
っ
て
事
業

運
営
に
取
り
組
む
た
め
、
よ
り
一
層
連
携
を
強

化
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
ブ
ロ
ッ
ク

毎
に
開
催
さ
れ
る
会
長
会
議
等
に
連
合
会
役
職

「
思
い
切
っ
た
改
革
を
も
う
一
歩
」

思
い
切
っ
た
改
革
を
も
う
一
歩
」
　

桂
会
長

桂
会
長 
「
思
い
切
っ
た
改
革
を
も
う
一
歩
」
　

桂
会
長 

１８
年
度
　

重
点
事
業 

１８年度事業計画・収支予算を決定　 
第１回臨時総会を開催 

１８年度事業計画・収支予算を決定　 
第１回臨時総会を開催 

「これまで以上に意欲的活動
を…」と呼び掛ける桂会長

　当連合会は３月２７日、立川市内の東京都多摩中小企業振興センターで１８年度事業計画・収支予算な
どを決める平成１７年度第１回臨時総会を開き、上程した９議案全てを満場一致で承認・決定しました。
挨拶した桂�夫会長は連合会や商工会が運営においていくつもの課題を抱えていることを指摘。そ
の上で課題を乗り越えていくには「やはり、思い切った改革をもう一歩やらなければならない」と
し、これまで以上に意欲的に活動に取り組むよう、強く呼びかけました。新年度は１３の事業を重点
事業とし、会員の増強、「更なる改革の実行」などに力を入れていきます。
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当
連
合
会
、
東
京
都
商
工

会
青
年
部
連
合
会
、
東
京
都

商
工
会
女
性
部
連
合
会
の
三

者
は
、
三

宅
島
三
宅

村
か
ら
感

謝
状
を
頂

き
ま
し
た
。

こ
れ
は
村

民
の
長
期

避
難
生
活

支
援
に
多
大
な
貢
献
を
し
た
と
し
て
贈
ら
れ

た
も
の
で
す
。

　

三
宅
島
は
二
〇
〇
〇
年
に
噴
火
、
以
来
、

全
島
避
難
を
し
、
昨
年
二
月
に
避
難
が
解
除

さ
れ
、
帰
島
一
周
年
を
迎
え
た
こ
と
か
ら
、

三
者
が
こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た
支
援
に
感
謝

の
意
が
示
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

な
お
、
三
宅
村
は
二
月
三
日
、
東
京
・
海

岸
の
ア
ジ
ュ
ー
ル
竹
芝
で
石
原
都
知
事
ら
を

迎
え
て
「
帰
島
一
周
年　

感
謝
の
集
い
」
を

開
い
て
い
ま
す
。

年
数
が
多
く
な
っ
た
か
ら
自
動
的
に
上
級

に「
渡
る
」と
い
う
こ
と
を
無
く
し
ま
す
。

　

三
つ
目
は
厳
し
い
財
政
状
況
か
ら
事
務

局
長
の
管
理
職
手
当
て
支
給
率
を
二
％
引

き
下
げ
て
一
八
％
に
す
る
こ
と
で
す
。四

つ
目
は
商
工
会
に
よ
っ
て
異
な
る
役
員
の

任
期
を
十
八
年
五
月
の
改
選
か
ら
統
一
す

る
こ
と
で
す
。こ
れ
は
全
国
商
工
会
連
合

会
の
役
員
任
期
に
合
わ
せ
て
い
こ
う
と
す

る
も
の
で
す
。

　

五
つ
目
は
会
費
の
改
定
に
取
り
組
む
こ

と
で
す
。
こ
れ
は
「
会
費
目
標
値
」
と
い

会
費
の
最
低
基
準
を
設
定
し
、
会
費
の
底

上
げ
を
図
る
も
の
で
す
。
会
費
目
標
値
は

月
一
千
円
に
し
ま
し
た
。
な
お
、
こ
の
会

費
改
定
に
つ
い
て
は
平
成
十
七
年
度
の
第

一
回
臨
時
総
会
に
示
し
、
承
認
が
得
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

以
上
、
主
な
改
革
事
項
を
紹
介
し
ま
し

た
。「
更
な
る
改
革
」
で
は
更
に
多
く
の

検
討
項
目
が
あ
り
、
引
き
続
き
三
改
革
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
詰
め
て
い
き
ま
す
。

　

当
連
合
会
は
二
月
二
十
四
日
、
第
三
回

改
革
実
行
推
進
本
部
会
議
を
開
き
①
人

事
・
給
与
制
度
②
組
織
・
指
導
体
制
③
財

政
制
度
の
各
改
革 
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
検
討
し
て
き

た
「
商
工
会
等
改
革
実

行
・
更
な
る
改
革
実
行
に

向
け
て
」
の
具
体
策
に
つ

い
て
承
認
・
決
定
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
昨
年
七
月
に

決
め
ま
し
た
「
商
工
会
等

改
革
実
行
・
更
な
る
改
革

実
行
に
向
け
て
」
で
新
た

に
取
り
組
む
べ
き
改
革
事

項
と
し
た
三
分
野
、
七
改

革
事
項
、
二
十
七
実
行
項

目
に
つ
い
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
が
内
容
を
詰
め
て
き
た
も
の
で
す
。

　

今
回
、
決
ま
っ
た
も
の
に
つ
い
て
は
順

次
、
実
行
へ
移
し
、
ま
だ
内
容
が
固
ま
っ

て
い
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
さ
ら
に
、
検

討
を
加
え
て
い
き
ま
す
。

　

今
回
、承
認
さ
れ
た
主
な

実
行
項
目
の
一
つ
は
、評
価

結
果
が
標
準
に
満
た
な
い
職

員
の
た
め
に
再
教
育
シ
ス
テ

ム
を
策
定
す
る
こ
と
で
す
。

こ
れ
は
標
準
に
満
た
な
い
職

員
に
対
し
降
格
・
昇
給
延
伸

を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
こ
と

か
ら
実
施
す
る
も
の
で
す
。

二
つ
目
は
職
員
の
給
料
表
を

大
幅
に
改
定
す
る
こ
と
で
す
。

具
体
的
に
は
職
務
級
区
分
を

七
級
制
に
見
直
し
、一
つ
の

職
務
に
等
級
が
複
数
あ
る
こ

と
を
無
く
し
て
、い
わ
ゆ
る「
一
職
一
等

級
」と
し
た
こ
と
で
す
。こ
れ
に
よ
り
在
籍

「
更
な
る
改
革
実
行
」
の
具
体
策
を
決
定

更
な
る
改
革
実
行
」
の
具
体
策
を
決
定 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
３
回
改
革
実
行
推
進
本
部
会
議

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
３
回
改
革
実
行
推
進
本
部
会
議 

「
更
な
る
改
革
実
行
」
の
具
体
策
を
決
定 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
３
回
改
革
実
行
推
進
本
部
会
議 

本部会議に先立って開いた改革全体会議

三宅村から当連合会など 
３者に感謝状 

三宅村から当連合会など 
３者に感謝状 

職員の給料表を大幅改定 職員の給料表を大幅改定 職員の給料表を大幅改定 

員
が
積
極
的
に
赴
く
な
ど
、
情
報
交
換
を

密
に
す
る
。

六
、
創
業
・
経
営
革
新
支
援
の
拡
充　

今

年
一
月
に
本
会
に
設
置
し
た
シ
ニ
ア
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
セ
ン
タ
ー
は
、
創
業
・
経
営
革

新
支
援
へ
の
取
り
組
み
の
中
心
的
な
実
施

主
体
と
し
て
、
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い

る
。
今
年
度
は
起
業
家
向
け
の
効
果
的
な

セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
や
中
小
企
業
新
事
業
活

動
促
進
法
の
認
定
企
業
輩
出
に
努
め
る
。

七
、
多
摩
地
域
の
産
業
振
興
を
図
る
た
め

の
商
工
会
・
商
工
会
議
所
と
の
更
な
る
連

携
強
化

八
、
島
嶼
地
域
の
産
業
振
興
策
の
推
進　

島
嶼
地
域
の
産
業
及
び
観
光
振
興
を
図
る

た
め
、広
域
連
携
物
産
展
及
び
観
光
立
島
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
す
る
と
と
も
に
、島
嶼

地
域
活
性
化
対
策
研
究
会
議
を
開
催
す
る
。

九
、
会
員
管
理
・
指
導
カ
ル
テ
等
シ
ス
テ

ム
の
推
進

十
、
役
職
員
の
資
質
向
上
対
策
の
推
進

十
一
、
経
営
・
技
術
強
化
支
援
対
策
事
業

の
推
進

十
二
、
中
小
事
業
者
へ
の
金
融
支
援
強
化

　

国
民
生
活
金
融
公
庫
と
連
携
し
、
小
企

業
等
経
営
改
善
資
金
制
度
（
マ
ル
経
）
が

適
正
か
つ
円
滑
に
運
営
さ
れ
る
よ
う
支
援

す
る
。
ま
た
、
地
元
信
用
金
庫
及
び
新
銀

行
東
京
と
提
携
し
て
い
る
商
工
会
会
員
向

け
の
融
資
制
度
の
周
知
を
図
る
と
と
も
に
、

連
携
強
化
に
努
め
る
。

十
三
、
政
策
提
言
及
び
意
見
活
動
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多
摩
地
域
の
中
小
企
業
や
、
ベ
ン

チ
ャ
ー
企
業
が
自
慢
の
製
品
を
展
示
、
Ｐ

Ｒ
を
す
る
「
第
五
回
た
ま
工
業
交
流
展
」

が
二
月
二
十
四
、
五
の
両
日
、
立
川
・
昭

島
市
内
の
国
営
昭
和
記
念
公
園
み
ど
り
の

文
化
ゾ
ー
ン
で
開
か
れ
、
会
員
事
業
所
や

商
工
会
の
工
業
部
会
、
当
連
合
会
が
出
展

を
し
ま
し
た
。
全
体
で
は
大
学
・
工
業
高

校
、
団
体
な
ど
を
含
め
て
百
三
十
七
の
出

展
が
あ
り
ま
し
た
。

　

同
展
は
先
端
技
術
を
持
つ
中
小
企
業
が

多
数
、
多
摩
地
域
に
集
積
す
る
こ
と
か
ら
、

工
業
力
を
さ
ら
に
高
め
て
い
こ
う
と
多
摩

地
域
商
工
会
、
当
連
合
会
な
ど
経
済
団
体

と
行
政
が
結
集
し
て
平
成
十
四
年
か
ら
開

い
て
い
る
多
摩
地
域
最
大
の
工
業
展
示
会

で
す
。
今
回

は
多
摩
地
域

十
五
商
工
会

が
参
加
し
ま

た
。
二
日
間

の
来
場
者
は

一
万
十
六
人

と
一
万
人
の

大
台
を
超
え

ま
し
た
。

　

都
内
や
多
摩
地
域
商

店
街
の
優
れ
た
活
性
化

策
の
取
り
組
み
を
学
び
、

商
店
街
の
役
割
や
魅
力

の
再
発
見
に
繋
げ
て
い

こ
う
と
、当
連
合
会
は

三
月
十
六
日
、立
川
市

内
の
ホ
テ
ル
で「
平
成

十
七
年
度
商
店
街
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」を
開

き
ま
し
た
。先
進
的
事
例
三
つ
の
発
表
と
、

発
表
さ
れ
た
内
容
を
さ
ら
に
掘
り
下
げ
る

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
、約

八
十
人
の
商
工
会
役
員
、都
女
連
役
員
、事

務
局
長
ら
が
顔
を
揃
え
、体
験
に
根
ざ
し

た
説
得
力
の
あ
る
発
表
や
発
言
に
真
剣
な

眼
差
し
を
向
け
ま
し
た
。

　

事
例
の
発
表
は
平
成
十
七
年
の
東

京
商
店
街
グ
ラ
ン
プ
リ
の
イ
ベ
ン
ト

事
業
部
門
で
グ
ラ
ン
プ
リ
を
獲
得
し

た「
第　

回
青
梅
宿
ア
ー
ト
フ
ェ
ス

１４

テ
ィ
バ
ル
２
０
０
４
昭
和
モ
ダ
ン
の

青
梅
宿
」、同
活
性
化
事
業
部
門
で
グ

ラ
ン
プ
リ
と
な
っ
た「
板
橋
縁
宿
事

業
」、そ
れ
と
他
で
は
な
か
な
か
見
ら

れ
な
い
き
め
細
か
な
商
店
会
マ
ッ

プ
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
作
成
や
、イ
ベ

ン
ト
の
開
催
が
評
判
の
久
米
川
商
店

会
で
す
。横
川
秀
利
青
梅
宿
ア
ー
ト

発
表
し
ま
し
た
。

　

発
表
の
内
容
は
活
性
化
へ
の
取
り
組
み

の
キ
ッ
カ
ケ
、事
業
の
考
え
方
、事
業
の
内

容
と
そ
の
成
果
な
ど
で
す
。

　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
発
表

を
行
っ
た
三
人
が
パ
ネ
リ
ス
ト
に
な
り
、

「
商
店
街
活
性
化
の
方
策
に
つ
い
て
」を

テ
ー
マ
に
三
人
の
発
表
を
さ
ら
に
掘
り
下

げ
ま
し
た
。

　

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
は
中
小
企
業
診
断
士

の
金
順
玉
さ
ん
が
行
い
ま
し
た
。

　

囲
み
で
掲
げ
た
の
は「
ズ
シ
リ
」と
響
く

パ
ネ
リ
ス
ト
三
人
の
主
な
指
摘
で
す
。

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
長
、榎
田
時

男
板
橋
区
商
店
街
連
合
会
第
一
支
部
長
、

和
田
恵
子
久
米
川
商
店
会
会
長
の
三
人
が

商店街の役割や魅力の再発見を求めて 
「17年度商店街シンポジウム」 

商店街の役割や魅力の再発見を求めて 
「17年度商店街シンポジウム」 

137
が
出
展
、
１
万
余
人
が
来
場
 

　
　
多
摩
地
域
15
商
工
会
と
連
合
会
が
参
加 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
５
回
た
ま
工
業
交
流
展 

参加者でいっぱいとなった商店街シンポジウム

多くの関係者が参加した開会式

□
横
川
秀
利
委
員
長

・
一
つ
の
イ
ベ
ン
ト
を
や
っ
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
街
の
性
格
が
で
き
て

い
く
。

・
商
店
街
そ
の
も
の
が
自
分
で
考
え
て
自
分
で
変
化
す
る
と
い
う
こ
と
が

一
番
大
事
。

・
商
店
街
の
中
だ
け
で
全
て
の
も
の
を
処
理
す
る
と
壁
だ
ら
け
に
な
っ
て

し
ま
う
。

・
イ
ベ
ン
ト
に
ス
ト
ー
リ
ー
性
が
な
い
と
飽
き
ち
ゃ
う
。
や
っ
て
い
る
人

が
長
続
き
し
な
い
。

□
榎
田
時
男
支
部
長

・
イ
ベ
ン
ト
を
や
る
こ
と
に
よ
っ
て
ノ
ン
ポ
リ
だ
っ
た
人
が
半
歩
、
前
を

向
い
て
く
れ
た
。

・
取
り
組
み
に
よ
っ
て
組
織
間
の
風
通
し
が
良
く
な
っ
た
。
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
し
た
こ
と
が
一
番
良
か
っ
た
。

・
取
り
組
み
を
長
続
き
さ
せ
る
の
は
常
に
物
事
を
考
え
る
と
い
う
こ
と
。

□
和
田
恵
子
会
長

・
皆
が
元
気
に
な
っ
て
楽
し
い
こ
と
を
す
る
と
商
店
街
が
団
結
す
る
。

・
他
所
を
ヒ
ン
ト
に
そ
の
ま
ま
や
る
の
で
は
な
く
て
自
分
の
財
政
に
あ
っ

た
、
自
分
の
商
店
街
に
あ
っ
た
形
に
練
り
直
し
て
や
れ
ば
皆
さ
ん
の
商

店
街
で
も
お
金
が
無
い
か
ら
や
ら
な
い
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
つ
く
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
会
員
の
皆
さ
ん
が
自
分
の

こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
に
慣
れ
て
き
た
。

・
自
分
の
商
店
街
を
好
き
に
な
る
こ
と
が
一
番
。
そ
れ
が
伝
染
す
る
。
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島
し
ょ
地
域
六
商
工
会
の
会
長
、
副
会

長
、
事
務
局
長
ら
が
結
集
し
て
「
島
」
の

活
性
化
策
を
話
し
合
う
「
平
成
十
七
年
度

島
し
ょ
商
工
会
地
域
活
性
化
対
策
研
究
会

議
」
を
、
当
連
合
会
は
二
月
二
十
一
日
、

東
京
・
新
橋
の
全
国
商
工
会
連
合
会
で
開

き
ま
し
た
。
会
議
に
は
二
十
一
人
が
参
加
、

十
八
年
度
の
観
光
立
島
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
事

業
に
つ
い
て
検
討
を
し
た
結
果
、
三
宅
島

で
開
催
す
る
方
向
で
調
整
し
て
い
く
こ
と

を
決
め
ま
し
た
。

　

会
議
で
は
こ
の
ほ
か
、
仲
田
成
徳
日
本

離
島
セ
ン
タ
ー
調
査
研
究
部
長
が
平
成
十

七
年
十
一
月
九
日
、
全
国
商
工
会
連
合
会

で
開
催
し
た
十
七
年
度
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

を
報
告
す
る
と
と
も
に
、
全
国
の
島
し
ょ

地
区
の
活
性
化
事
例
を
紹
介
。
さ
ら
に
、

島
し
ょ
地

域
商
工
会

の
会
長
が

活
性
化
に

向
け
て
の

取
り
組
み

や
課
題
、

島
の
景
況

に
つ
い
て

報
告
を
行

　

当
連
合
会
の
産
学
公
連
携

推
進
研
究
会（
委
員
長
池
島

政
広
亜
細
亜
大
学
学
長
）は

三
月
七
日
、国
分
寺
駅
ビ
ル

の
国
分
寺
Ｌ
サ
ロ
ン
で
初
め

て「
新
連
携
構
築
セ
ミ
ナ
ー

　

国
分
寺
」（
写
真
）を
開
催

inし
ま
し
た
。こ
れ
は
産
学
公

連
携
が
、国
が
力
を
入
れ
て

い
る
、中
小
企
業
新
事
業
活

動
促
進
法
に
基
づ
く「
異
分

野
連
携
新
事
業
分
野
開
拓
」

（
新
連
携
）と
密
接
に
関
連
、相
互
に
後
押

し
す
る
こ
と
に
な
る
こ
と
か
ら
、新
連
携

事
業
を
推
進
し
て
い
る
Ｔ
Ａ
Ｍ
Ａ
協
会
と

ジ
ョ
イ
ン
ト
し
て
実
施
し
た
も
の
で
す
。

　

セ
ミ
ナ
ー
で
は
Ｔ
Ａ
Ｍ
Ａ
協
会
の
派
遣

講
師
が
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
た
企
業
経
営

者
や
、中
小
企
業
診
断
士
ら
の
専
門
家
に

新
連
携
の
意
義
や
政
策
の
ス
キ
ー
ム
に
つ

い
て
解
説
。さ
ら
に

新
連
携
に
挑
戦
し
て

い
る
埼
玉
県
川
越
市

の
惣
菜
小
売
製
造
業

者（
㈱
ひ
び
き
）が
事

例
報
告
と
し
て
新
連

携
に
取
り
組
む
キ
ッ

カ
ケ
や
申
請
の
留
意

点
、期
待
な
ど
に
つ

い
て
話
し
ま
し
た
。

い
ま
し
た
。

　

冒
頭
、挨
拶
に
立
っ
た
桂
�
夫
会
長
は

「
商
工
会
が（
他
の
団
体
よ
り
も
）一
歩
も

二
歩
も
前
へ
出
る
よ
う
に
し
な
い
と
大
き

な
歯
車
は
回
り
始
め
な
い
の
で
は
な
い

か
」と
し
、そ
の
上
で「
ち
ょ
っ
と
視
点
を

変
え
た
新
し
い
観
光
を
考
え
て
い
た
だ
き

た
い
」と
観
光
振
興
を
こ
れ
ま
で
と
は
異

な
る
視
点
で
取
り
組
む
よ
う
求
め
ま
し
た
。

　

会
議
は
前
田
萬
治
郎
新
島
村
商
工
会
会

長
が
議
長
に
就
き
、
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

会
議
に
先
立
ち
前
田
会
長
は
、
挨
拶
を
し
、

「
島
し
ょ
地
区
の
役
職
員
を
集
め
て
も
っ

と
時
間
を
か
け
て
検
討
す
る
こ
と
が
島

し
ょ
会
長
会
で
ま
と
ま
っ
た
。
こ
れ
か
ら

は
機
会
を
み
て
集
ま
っ
て
い
た
だ
き
、
商

工
会
が
抱
え
て
い
る
問
題
を
検
討
し
て
い

く
。
こ
れ
に
よ
り
商
工
会
を
活
性
化
さ
せ

て
い
き
た
い
」
と
語
り
、
振
興
へ
の
新
た

な
決
意
を
示
し
ま
し
た
。

　

島
し
ょ
の
報
告
は
一
島
当
た
り
五
、
六

分
ご
と
の
割
り
当
て
で
行
わ
れ
、
こ
の
報

告
に
基
づ
い
て
意
見
も
交
換
し
ま
し
た
。

　

北
多
摩
西
部
ブ
ロ
ッ
ク
商
工
会
及
び
、

当
連
合
会
と
立
川
商
工
会
議
所
は
二
月
二

十
四
日
、
立
川
市
内
の
ホ
テ
ル
で
「
第
十

八
回
建
設
業
交
流
プ
ラ
ザ
」
を
開
き
ま
し

た
。
こ
れ
は
従
来
、
立
川
商
工
会
議
所
が

単
独
で
開
催
し
て
き
た
も
の
に
、
今
回
、

初
め
て
北
多
摩
西
部
ブ
ロ
ッ
ク
と
当
連
合

会
が
加
わ
っ
て
開
催
し
た
も
の
で
す
。

　

受
発
注
の
新
規
開
拓
、
商
取
引
、
情
報

交
換
の
場
と
す
る
こ
と
を
狙
い
と
し
た
、

こ
の
プ
ラ
ザ
に
は
百
五
十
人
を
上
回
る
人

が
参
加
。「
第
一
回
多
摩
の
ま
ち
な
み
建

築
デ
ザ
イ
ン
賞
」
の
授
賞
式
、
講
演
会
、

交
流
懇
談
会
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

デ
ザ
イ
ン
賞
は
立
川
市
、昭
島
市
、武
蔵

村
山
市
、東
大
和
市
、国
分
寺
市
、国
立
市
、

日
野
市
の
七
市
内
の
優
良
な
意
匠
の
建
築

物
・
建
造
物
や
、都
市
景
観
・
環
境
・
文
化

に
貢
献
す
る
も
の
を
表
彰
す
る
も
の
で
、

大
賞
、部
門
賞
、各
市
賞
が
発
表
さ
れ
、第

一
回
と
い
う
記
念
の
大
賞
に
は「
国
立
駅

舎
の
景
観
」が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

プ
ラ
ザ
で
は
こ
の
授
賞
式
後
、
デ
ザ
イ

ン
賞
の
選
考
委
員
長
で
も
あ
る
藤
森
照
信

東
京
大
学
教
授
が
「
自
然
を
活
か
し
た
建

築
の
作
り
方
」
に
つ
い
て
講
演
。
講
演
後

に
交
流
懇
談
を
行
い
ま
し
た
。

　
北
多
摩
西
部
ブ
ロ
ッ
ク
商
工
会
が
建
設
業
交
流
プ
ラ
ザ

　
北
多
摩
西
部
ブ
ロ
ッ
ク
商
工
会
が
建
設
業
交
流
プ
ラ
ザ 

　
　
　
大
賞
に

　
　
　
大
賞
に
「
国
立
駅
舎
の
景
観
」

「
国
立
駅
舎
の
景
観
」
　
多
摩
の
ま
ち
な
み
建
築
デ
ザ
イ
ン
賞

　
多
摩
の
ま
ち
な
み
建
築
デ
ザ
イ
ン
賞 

　
北
多
摩
西
部
ブ
ロ
ッ
ク
商
工
会
が
建
設
業
交
流
プ
ラ
ザ 

　
　
　
大
賞
に
「
国
立
駅
舎
の
景
観
」
　
多
摩
の
ま
ち
な
み
建
築
デ
ザ
イ
ン
賞 

新連携構築セミナーin国分寺を開催 
産学公連携推進研究会 

新連携構築セミナーin国分寺を開催 
産学公連携推進研究会 

三
宅
島
で
開
催
、
18
年
度
の
観
光
立
島
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

　
　
島
し
ょ
商
工
会
地
域
活
性
化
対
策
研
究
会
議
で
決
定 
三
宅
島
で
開
催
、
18
年
度
の
観
光
立
島
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

　
　
島
し
ょ
商
工
会
地
域
活
性
化
対
策
研
究
会
議
で
決
定 

活性化対策が話し合われた研究会議
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東
京
都
立
産
業
技
術
研
究
所
は
四
月
か

ら
公
設
試
験
研
究
機
関
と
し
て
は
初
め
て

と
な
る
地
方
独
立
行
政
法
人
「
東
京
都
立

産
業
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
」
に
移
行
、
四

月
四
日
、
東
京
・
西
が
丘
の
セ
ン
タ
ー
の

西
が
丘
本
部
で
開
所
式
を
行
い
ま
し
た
。

当
連
合
会
か
ら
も
坂
爪
正
二
専
務
が
出
席
、

関
谷
保
夫
都
副
知
事
、
井
上
滉
セ
ン
タ
ー

理
事
長
ら
と
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
行
い
、
新

た
な
ス
タ
ー
ト
を
祝
い
ま
し
た
。

　

セ
ン
タ
ー
は
地
方
独
立
行
政
法
人
へ
の

移
行
に
よ
り
弾
力
的
に
運
営
資
金
を
運
用

す
る
と
と
も
に
外
部
の
人
材
も
積
極
的
に

採
用
、
さ
ら
に
民
間
的
経
営
手
法
な
ど
も

取
り
入
れ
て
中
小
企
業
へ
の
技
術
支
援
を

こ
れ
ま
で
以
上
に
効
率
的
・
効
果
的
に

行
っ
て
い
く
こ
と
を
狙
い
に
組
織
形
態
を

改
め
ま
し
た
。

　

セ
ン
タ
ー
で
は
新
形
態
へ
の
移
行
に
当

た
っ
て
「
技
術
課
題
へ
の
ス
ピ
ー
デ
ィ
か

つ
柔
軟
な
対
応
」、「
人
材
を
広
く
確
保
し
、

必
要
と
さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
」、「
利

用
者
の
視
点
に
よ
る
利
便
性
向
上
」
の
三

つ
を
目
標
に
し
ま
し
た
。
こ
の
た
め
共
同

研
究
の
公
募
も
従
来
の
年
一
回
か
ら
年
二

回
と
回
数
を
増
や
す
な
ど
様
々
な
新
機
軸

を
打
ち
出
し
て
い
ま
す
。

　

多
摩
地
域
に
は
立
川
市
（「
多
摩
」）、

八
王
子
市
（「
八
王
子
」）
の
二
カ
所
に
支

所
を
置
い
て
い
ま
す
。

東
京
都
立
産
業
技
術
研
究
所
が 

地
方
独
立
行
政
法
人
に
移
行 

開
所
式
を
行
い
、 

　
　
　
　
　
ス
タ
ー
ト 

会　場日時（５月）商工会名

福生市商工会館１６日�2:00～福生市
ひのでグリーンプラザ１７日�2:00～日の出町
神津島開発総合センター１８日（予定）神津島村
東村山市商工会館１８日�3:00～東村山市
国立市商工会館１９日�1:30～国立市
清瀬商工会館１９日�3:00～清瀬
小笠原村地域福祉センター１９日�5:00～小笠原村
稲城市地域振興プラザ２２日�1:30～稲城市
調布クレストンホテル２２日�2:00～調布市
八丈町商工会館２２日�3:30～八丈町
三鷹商工会館２２日�5:00～三鷹
日野市商工会館２３日�1:30～日野市
東大和市商工会館２３日�2:00～東大和市
小平市福祉会館２３日�2:00～小平
コール田無２３日�2:00～西東京
東久留米市商工会２３日�2:00～東久留米市
七島信用組合　三宅島支店２３日�2:00～三宅村
ルピアホール２４日�2:00～あきる野
国分寺駅ビル８階Ｌホール２４日�2:00～国分寺市
羽村市生涯学習センター２４日�3:00～羽村市
昭島市民交流センター２５日�2:00～昭島市
武蔵村山市商工会館２５日�3:00～武蔵村山市
小金井市商工会２５日�4:00～小金井市
エコルマ１多目的展示室２６日�1:30～狛江市
大島町開発総合センター２６日�2:00～大島町
瑞穂町福祉会館２６日�2:00～瑞穂町
新島村商工会３１日�1:30～新島村

問　合　せ　先内　　　　容会　　　　場イ　ベ　ン　ト　名開 催 日

新島村商工会
０４９９２－５－１１６７

・地元の獲れたての海産物、農産
物の販売
・好評の新鮮な魚貝類のバーベ
キューもあり

前浜児童公園
（変更の場合あり）

新島村商工会創立３０周年
記念観光朝市

３日（水）
　～４日（木）

５
月

第９回ひの新選組まつり実行
委員会

０４２－５８５－１１１１

・５／１３新選組隊士コンテスト
・５／１４新選組隊士パレード

高幡不動尊周辺、日
野市中央公園・日野
駅周辺ほか

第９回ひの新選組まつり
１３日（土）
　～１４日（日）

亜細亜大学
０４２２－３６－３２６６

・商業部会員らによる模擬店出店
亜細亜大学
日の出グラウンド

亜細亜大学第４７回体育祭２８日（日）

NPO法人日本海洋深層水協会
０４５－３１２－１３２１

・「海洋深層水による地域振興」
講演、パネル討論

大島町開発総合セン
ター

第３回海洋深層水フォー
ラムin大島

３日（土）

６
月

国分寺市社会福祉協議会
０４２－３００－６３６３

・バザー、模擬店、踊り、演奏、
ショーなど

国分寺市民スポーツ
センター

国分寺ふくしまつり４日（日）

環境市民の集い実行委員会
０４２－５６３－２１１１

・環境団体が活動をＰＲ・ゴミ、
下水、電波障害相談・模擬店

東大和市役所中庭環境市民の集い４日（日）

大島町役場観光課
０４９９２－２－１４４６

・トライアスロン元町港周辺
第１８回伊豆大島
トライアスロン大会

１０日（土）

日の出町商工会
０４２－５９７－０２７０

・商業部会員らによる即売会
・普段、お店で販売している商
品をお客さんに格安で提供

ひのでグリーンプラ
ザ駐車場

ひので朝市１０日（土）

目に染みる緑。さあ、出掛けよう。 多摩・島しょ 
地域のイベント 

目に染みる緑。さあ、出掛けよう。 目に染みる緑。さあ、出掛けよう。 
大特集大特集 Part９（５月－６月）９（５月－６月） 大特集 Part９（５月－６月） 

商工会の通常総代会日程 
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今
年
五
月
か
ら
施
行
さ
れ
る
新
「
会
社

法
」
に
つ
い
て
、
１
回
目
は
新
た
に
有
限

会
社
の
設
立
が
で
き
な
く
な
る
、
最
低
資

本
金
の
制
度
が
撤
廃
さ
れ
る
、
合
同
会
社

と
い
う
新
た
な
会
社
形
態
が
登
場
な
ど
。

２
回
目
は
株
式
会
社
の
基
本
的
な
組
織
は
、

株
主
総
会
＋
取
締
役
１
人
の
簡
素
な
組
織

か
ら
、
会
計
参
与
の
導
入
や
大
企
業
の
複

雑
な
組
織
ま
で
、
選
択
の
余
地
が
大
き
い

こ
と
な
ど
を
紹
介
し
ま
し
た
。
最
終
回
は

こ
の
新
「
会
社
法
」
を
ど
の
よ
う
に
活
用

す
る
か
に
つ
い
て
、
い
く
つ
か
紹
介
す
る

こ
と
に
し
ま
す
。

《
事
例

譲
渡
制
限
会
社
で
、
複
数
の
息

子
が
い
て
、
仮
に
長
男
に
円
滑
な
事
業
承

継
を
し
た
い
と
き
》

①　

相
続
に
よ
る
株
式
移
転
制
限
を
活
用

　

新
「
会
社
法
」
で
は
、
相
続
や
合
併
で

移
転
し
た
株
式
に
つ
い
て
、
会
社
が
非
承

継
者
の
株
式
を
買
い
取
る
こ
と
が
可
能
に

な
り
ま
し
た
。
民
法
の
相
続
で
、
株
式
が

複
数
の
息
子
に
均
等
に
配
分
さ
れ
、
後
継

者
の
経
営
が
不
安
定
に
な
り
ま
す
。
非
後

継
者
へ
の
相
続
時
の
株
式
移
転
に
つ
い
て
、

定
款
に
定
め
て
お
く
と
、
移
転
後
の
株
式

に
つ
い
て
売
り
渡
し
請
求
を
行
う
こ
と
が

で
き
、
長
男
に
株
式
数
が
集
中
可
能
と
な

り
ま
す
。

②　

議
決
株
式
の
活
用

　

新
「
会
社
法
」
で
は
、
株
式
譲
渡
制
限

会
社
に
お
い
て
、
議
決
権
制
限
株
式
の
発

行
限
度
を
撤
廃
し
ま
し
た
（
従
来
は
発
行

済
株
式
総
数
の
１
／
２
ま
で
と
い
う
制
限

あ
り
）。
相
続
に
先
立
っ
て
、
種
類
株
式

制
度
を
利
用
し
、
非
承
継
者
に
相
続
さ
れ

る
議
決
権
制
限
株
式
（
議
決
権
化
株
式
）

に
変
え
て
お
け
ば
、
株
主
総
会
の
議
決
権

を
制
限
で
き
ま
す
。

③　

議
決
権
の
株
主
ご
と
の
取
り
扱
い
を

　

活
用

　

新
「
会
社
法
」
で
は
、
株
式
譲
渡
制
限

会
社
で
は
、
定
款
の
定
め
で
議
決
権
株
主

ご
と
に
、
属
人
的
に
異
な
る
取
り
扱
い

（
議
決
権
の
制
限
）
を
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
非
承
継
者
に
相
続
さ
れ
る
株
式
に

つ
い
て
、
株
式
の
数
に
よ
ら
な
い
議
決
方

法
、
多
数
株
式
保
有
株
主
の
議
決
権
の
制

限
、
株
式
の
数
に
よ
ら
な
い
配
当
な
ど
で

円
滑
な
事
業
承
継
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　

新
「
会
社
法
」
で
は
、
機
動
的
な
会
社

経
営
を
図
る
ニ
ー
ズ
が
高
い
こ
と
か
ら
、

取
締
役
全
員
の
持
ち
回
り
文
書
、
ま
た
は

電
子
メ
ー
ル
に
よ
る
同
意
で
、
取
締
役
会

の
決
議
が
成
立
す
る
こ
と
を
認
め
ま
し
た
。

今
回
の
見
直
し
で
、
遠
方
の
取
締
役
が
会

議
の
た
め
に
移
動
す
る
旅
費
な
ど
の
節
約

に
役
立
ち
ま
す
。

　

新
「
会
社
法
」
で
は
、
従
来
、
株
式
会

社
の
み
に
認
め
ら
れ
て
い
た
社
債
発
行
に

よ
る
資
金
調
達
の
方
法
を
、
広
く
資
金
調

達
が
で
き
る
よ
う
す
べ
て
の
会
社
（
特
例

有
限
会
社
、
合
名
・
合
資
会
社
、
合
同
会

社
も
可
）
で
社
債
発
行
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
中
小
企
業
に
お
け
る
メ

リ
ッ
ト
は
、
少
人
数
私
募
債
の
利
用
が
可

能
に
な
っ
た
こ
と
で
す
。
親
族
、
取
引
先

を
対
象
と
し
て
、　

名
未
満
の
引
き
受
け

５０

を
募
り
、
簡
便
に
社
債
を
発
行
し
資
金
調

達
が
で
き
ま
す
。
出
資
者
側
に
は
議
決
権

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
業
績
に
関
係
な
く
安

定
し
た
利
息
収
入
が
見
込
ま
れ
、
会
社
側

に
は
金
融
機
関
の
関
与
も
な
く
、
満
期
一

括
償
還
の
た
め
資
金
繰
り
に
余
裕
が
で
き

る
な
ど
、
使
い
勝
手
の
よ
い
資
金
調
達
と

い
え
ま
す
。

　

新
「
会
社
法
」
で
は
、
剰
余
金
（
利
益

な
ど
）
の
会
社
の
分
配
を
統
一
的
な
規
則

に
変
更
し
、
従
来
、
中
間
配
当
を
含
め
て

年
２
回
し
か
認
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
配

当
が
、
株
主
総
会
の
決
議
が
あ
れ
ば
、
何

時
で
も
配
当
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
株
主
総
会
の
特
別
決
議
が
あ
れ

ば
金
銭
以
外
の
現
物
配
当
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

た
だ
し
、
無
制
限
な
払
い
戻
し
に
対
し

て
は
制
限
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
種
類
株
式
（
内
容
の
異
な
る
複

数
の
株
式
）
を
活
用
し
て
敵
対
的
な
企
業

買
収
を
防
ぐ
こ
と
も
で
き
ま
す
。
自
社
製

品
保
有
の
企
業
、
特
殊
技
術
を
持
つ
企
業

は
研
究
に
値
し
ま
す
。

　

以
上
、
新
「
会
社
法
」
を
３
回
に
分
け

て
概
要
を
紹
介
し
て
き
ま
し
た
。
詳
細
に

つ
い
て
は
、
文
献
や
解
説
書
で
確
認
し
活

用
さ
れ
る
こ
と
を
望
み
ま
す
。

最終回 

新「
会
社
法
」

「
会
社
法
」と
中
小
企
業

と
中
小
企
業 
新「
会
社
法
」と
中
小
企
業 

東
京
都
商
工
会
連
合
会
嘱
託
専
門
指
導
員 

下
地
　
龍
二
郎 

事業承継の例 

三
　

男
（
非
　

後
　

継
） 

次
　

男
（
非
　

後
　

継
） 

長
　

男
（
後
継
予
定
） 

現社長 

（株式相続） 

書
面
決
議
で
取
締
役
会
の
決
議
成
立

　

利
益
配
当
が
い
つ
で
も
行
え
る　

息
子
に
円
滑
な

事
業
承
継
を
し
た
い
時
に

す
べ
て
の
会
社
に
社
債
発
行
を
認
め
、

幅
広
い
資
金
調
達
が
可
能
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東
京
都
商
工
会
連
合
会
と
各
商
工
会
は

四
月
一
日
付
で
、
職
員
の
定
期
人
事
を
実

施
し
ま
し
た
。

　

会
員
の
み
な
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

引
き
続
き
前
任
者
と
同
様
に
ご
指
導
、
ご

協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
（
４
月
１
日
）▽
三
鷹
・
指
導
二
課
長（
都

連
・
課
長
補
佐
・
主
席
商
指
）古
川
裕
朗
▽

同
・
一
般（
三
鷹
・
記
専
）石
井
隆
司
▽
国
分

寺
市
・
経
指（
瑞
穂
町
・
記
専
）高
橋
智
成
▽

同
・
記
専（
東
久
留
米
市
・
記
専
）山
本
浩
司

▽
日
野
市
・
係
長（
東
大
和
市
・
係
長
・
主
任

経
指
）田
村
正
彦
▽
同
・
記
専（
都
連
・
補
助

員
）中
島
明
美

　

▽
清
瀬
・
経
指（
日
の
出
町
・
経
指
）藤

井
博
之
▽
同
・
課
長
補
佐（
清
瀬
・
主
席
経

指
）仲
根
秀
和
▽
小
平
・
経
指（
調
布
市
・

経
指
）山
本
聖
一
郎
▽
同
・
主
任
経
指（
小

平
・
経
指
）尾
山
ひ
ろ
み
▽
小
金
井
市
・
記

専（
新
規
採
用
）清
水
香
織

　

▽
西
東
京
・
記
専（
福
生
市
・
記
専
）谷
口

光
輝
▽
同
・
補
助
員（
新
規
採
用
）千
葉
岳

史
▽
狛
江
市
・
経
指（
三
鷹
・
課
長
・
主
席
経

指
）高
橋
滋
▽
同
・
課
長
補
佐（
狛
江
市
・
主

任
経
指
）新
藤
斉
▽
同
・
経
指（
都
連
・
研
修

生
）島
影
要

　

▽
調
布
市
・
事
務
局
長（
調
布
市
・
課
長
・

主
席
経
指
）安
立
千
鶴
子
▽
同
・
商
工
振
興

課
長（
狛
江
市
・
課
長
・
主
席
経
指
）秋
保
弘

▽
同
・
経
指（
福
生
市
・
経
指
）内
倉
千
明
▽

同
・
同（
清
瀬
・
同
）横
田
誠
▽
同
・
一
般（
調

布
市
・
記
専
）岩
田
恵
美
子

　

▽
福
生
市
・
経
指（
武
蔵
村
山
市
・
経
指
）

山
口
勝
弘
▽
同
・
記
専（
新
規
採
用
）竹
田

剛
▽
東
久
留
米
市
・
係
長（
国
分
寺
市
・
経

指
・
係
長
）八
嶋（
苣
木
＝
氏
名
変
更
）裕
▽

同
・
記
専（
新
規
採
用
）小
沼
俊
之
▽
国
立

市
・
一
般（
国
立
市
・
記
専
）瀬
戸
緑
▽
あ
き

る
野
・
一
般（
新
規
採
用
）塚
田
典
子
▽
同
・

同
・（
同
）清
野
雅
則
▽
同
・
補
助
員（
あ
き

る
野
・
記
専
）齋
藤
政
幸
▽
同
・
一
般（
同
・

補
助
員
）濱
中
敬
二
▽
同
・
主
任
経
指（
同
・

経
指
）萩
原
一
明

　

▽
東
大
和
市
・
経
指（
都
連
・
研
修
生
）小

澤
孝
一
郎
▽
同
・
記
専（
西
東
京
・
記
専
）関

根
悟
▽
武
蔵
村
山
市
・
経
指（
武
蔵
村
山

市
・
同
）来
栖
一
郎
▽
同
・
記
専（
羽
村
市
・

同
）多
田
満
▽
同
・
補
助
員（
新
規
採
用
）井

村
百
合
▽
八
丈
町
・
事
務
局
長（
元
八
丈
町

職
員
）磯
崎
典
雄
▽
稲
城
市
・
記
専（
稲
城

市
・
一
般
）田
中
笑
子
▽
同
・
主
席
経
指（
稲

城
市
・
係
長
・
主
席
経
指
）石
坂
裕
二

　

▽
羽
村
市
・
事
務
局
長（
日
野
市
・
課
長
・

主
席
経
指
）中
村
忠
義
▽
同
・
記
専（
羽
村

市
・
記
指
）春
日
文
明
▽
同
・
一
般（
新
規
採

用
）澤
本
憲
克
▽
三
宅
村
・
指
導
担
当
課
長

（
三
宅
村
・
主
席
経
指
）村
上
康
▽
瑞
穂
町
・

記
専（
瑞
穂
町
・
補
助
員
）市
野
裕
美
▽
同
・

補
助
員（
同
・
一
般
）小
山
絵
美

　

▽
昭
島
市
・
事
務
局
長（
行
政
採
用
・
昭

島
市
職
員
）本
橋
治
男
▽
同
・
一
般（
西
東

京
・
補
助
員
）久
保
田
聡
▽
同
・
係
長
・
主

任
経
指（
昭
島
市
・
主
任
）海
和
将
也

　

▽
新
島
村
・
事
務
局
長（
新
島
村
・
経
指
）岩

本
泉
▽
同
・
経
指（
同
・
記
専
）下
井
勝
博
▽
日

の
出
町
・
同（
あ
き
る
野
・
補
助
員
）松
元
健
一

▽
同
・
補
助
員（
新
規
採
用
）石
崎
寛
之

　

▽
都
連
・
事
務
局
長
兼
課
長
・
商
指（
調
布

市
・
事
務
局
長
）山
崎
宮
治
▽
同
・
課
長
補

佐
・
商
指（
小
平
・
係
長
・
主
任
経
指
）竹
内
通

孝
▽
同
・
補
助
員（
日
の
出
町
・
補
助
員
）秋

間
恵
▽
同
・
同（
昭
島
市
・
一
般
）鈴
木
美
保

▽
同
・
研
修
生（
国
分
寺
市
・
記
専
）溝
渕
慎

之
輔
▽
同
・
同（
稲
城
市
・
同
）千
木
良
貴
臣

▽
同
・
主
任
経
指（
都
連
・
専
経
）小
野
寺
崇

【
退
職
】（
３
月　

日
）日
野
市
・
記
専
滝
沢

３１

千
恵
子
、小
金
井
市
・
記
専
小
川
英
美
子
、

狛
江
市
・
経
指
鈴
木
弘
、調
布
市
・
経
指
桜

井
聡
、東
久
留
米
市
・
経
指
相
原
功
之
、あ

き
る
野
・
記
専
長
坂
彩
子
、武
蔵
村
山
市
・

補
助
員
中
村
よ
し
子
、八
丈
町
・
事
務
局
長

上
ノ
山
博
、羽
村
市
・
事
務
局
長
渡
部
宏
之
、

昭
島
市
・
事
務
局
長
小
松
豊
、神
津
島
村
・

事
務
局
長
中
村
親
夫
、小
笠
原
村
・
事
務
局

長
當
麻
弘
、都
連
・
事
務
局
長
兼
課
長
・
商

指
星
野
厚
志
＝
全
国
商
工
会
連
合
会
企
業

支
援
部
長
に
就
任

人
事
交
流 

新事務局長新事務局長  
（地名は商工会名） 
新事務局長  
（地名は商工会名） 

山崎　宮治
（都連）

安立千鶴子
（調布市）

磯崎　典雄
（八丈町）

岩本　　泉
（新島村）

本橋　治男
（昭島市）

中村　忠義
（羽村市）

　

市
町
村
名
は
商
工
会
名
で
す
。
①
専

経
は
専
門
経
営
指
導
員
②
商
指
は
商
工

会
指
導
員
③
経
指
は
経
営
指
導
員
④
記

専
は
記
帳
専
任
職
員
⑤
一
般
は
一
般
職

員
―
の
略
で
す
。

この冊子は、環境にやさしい植物性大豆インクを使用しています。


